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 In order to ascertain the relationship between whether female undergraduates had a 
regular menstrual cycle and their quality of life （QOL） and mental health, female under-
graduates were surveyed regarding their QOL and physical state （using the Japanese ver-
sion of the 12-item General Health Questionnaire （GHQ12）） and their QOL in relation to 
menstruation. Subjects were 78 female undergraduates. Factor scores that did not take the 
effects of menstruation into account, factor scores that took the effects of menstruation into 
account, the score on the GHQ12, and the relationships among different factors were exam-
ined using Pearson’s correlation coefficients. Subjects were divided into 2 groups, those with 
a regular menstrual cycle and those with an irregular menstrual cycle, and their scores for 
individual factors were compared using an unpaired t-test. Factor scores that took the ef-
fects of menstruation into account were correlated with factor scores that did not take the 
effects of menstruation into account, and factor scores that did not take the effects of men-
struation into account were correlated with the score on the GHQ12. However, there was no 
direct correlation between factor scores that took the effects of menstruation into account 
and the score on the GHQ12. Compared to female undergraduates with an irregular men-
strual cycle, female undergraduates with a regular menstrual cycle were stressed when pre-
paring for an irregular period while engaged in activities other than studying （e.g. travel-
ing）. Whether one had a regular menstrual cycle was a factor that affected the QOL and 
mental health of female undergraduates. Compared to female undergraduates with an irreg-
ular menstrual cycle, female undergraduates with a regular menstrual cycle were affected 



























































全くなかった 5 名，月経周期日数データが 1 周期









　日本版 GHQ12 を使用し一般的な QOL 調査を実
施した。この調査票は調査実施 2，3 週間前から
調査実施日までの精神的，身体的状態を尋ねる調





































　回答方法は，5 項目全て 7 件法とした。選択肢は
5. 月経時期予測困難時の感情に関する項目の内の 4





　 簡 易 型 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票：brief-type 
self-administered diet history questionnaire （以下， 




































1 将来、結婚をしたい 1 2 3 4 5 6 7
2 将来、仕事を続けたい 1 2 3 4 5 6 7
3 将来、子供が欲しい 1 2 3 4 5 6 7
4 将来、子供がたくさんほしい 1 2 3 4 5 6 7
5 将来、子供が産めるか不安である 1 2 3 4 5 6 7
6 将来、仕事を続けながら子供を産みたい 1 2 3 4 5 6 7
7 将来、仕事を続けながら子供を産むことができるか不安だ 1 2 3 4 5 6 7
8 将来、望んだ時期に妊娠、出産をしたい 1 2 3 4 5 6 7
9 将来、望んだ時期に妊娠、出産ができるか不安だ 1 2 3 4 5 6 7
10 将来、望まない妊娠を避けたい 1 2 3 4 5 6 7











12 学校の課題を行う予定 1 2 3 4 5 6 7
13 アルバイトの勤務日の予定 1 2 3 4 5 6 7











15 洋服の色の選択 1 2 3 4 5 6 7
16 タイトな洋服を着てよいかの判断 1 2 3 4 5 6 7
17 下着の色の選択 1 2 3 4 5 6 7
18 下着のサイズの調整 1 2 3 4 5 6 7
19 ヒールのある靴を履きたい時に履いてよいかの判断 1 2 3 4 5 6 7
20 カバンの大きさの決定 1 2 3 4 5 6 7











22 宿泊を伴わない遊園地などの行楽地へ行く予定 1 2 3 4 5 6 7
23 日帰り旅行の予定 1 2 3 4 5 6 7
24 宿泊を伴わないスポーツの予定 1 2 3 4 5 6 7
25 宿泊を伴わない部活の予定 1 2 3 4 5 6 7
26 宿泊を伴わずプールに行く予定 1 2 3 4 5 6 7
27 宿泊を伴わず温泉に行く予定 1 2 3 4 5 6 7
28 宿泊を伴わず海水浴に行く予定 1 2 3 4 5 6 7
29 買い物に出かける予定 1 2 3 4 5 6 7
30 外食に出かける予定 1 2 3 4 5 6 7
31 美容院に行く予定 1 2 3 4 5 6 7
32 ダイエットをする予定 1 2 3 4 5 6 7
33 宿泊を伴う遊園地などの行楽地へ行く予定 1 2 3 4 5 6 7
34 宿泊を伴う旅行の予定 1 2 3 4 5 6 7
35 宿泊を伴うスポーツの予定 1 2 3 4 5 6 7
36 宿泊を伴う部活の予定(部活の合宿) 1 2 3 4 5 6 7
37 宿泊を伴いプールに行く予定 1 2 3 4 5 6 7
38 宿泊を伴い温泉に行く予定 1 2 3 4 5 6 7



























40 学校の課題を片付けようとした時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
41 アルバイトの時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
42 急に月経が始まって具合が悪くなった時、誰にもバイトを変わっても
らえない 1 2 3 4 5 6 7
43 学外実習の時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
44 旅行に行く時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
45 温泉に行く時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
46 海水浴に行く時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
47 部活の時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
48 実習・実験の時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
49 買い物に行こうとした時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
50 遊園地などの行楽地などへ行く時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
51 外食に出かける時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7
52 美容院に行く時に月経が重なる 1 2 3 4 5 6 7











54  月経日の記録は重要だと思う 1 2 3 4 5 6 7
55 月経日を記録する習慣がついている 1 2 3 4 5 6 7
56 月経がくる度に月経日の記録をつけている 1 2 3 4 5 6 7
57 自分の月経周期(大体の周期日数)を把握している 1 2 3 4 5 6 7
58 月経周期の把握は重要であると思う 1 2 3 4 5 6 7
59 月経周期によって妊娠しやすい時期があることを知っている 1 2 3 4 5 6 7
60 月経周期によって妊娠しにくい時期があることを知っている 1 2 3 4 5 6 7
61 月経周期には女性ホルモンが関係していることを知っている 1 2 3 4 5 6 7
62 月経をわずらわしいと思う 1 2 3 4 5 6 7
63 月経開始予定日近くは、いつ頃から生理用品を使用するか悩む 1 2 3 4 5 6 7
64 宿泊しない外出に常に生理用品を持つ習慣がある(数は問わない) 1 2 3 4 5 6 7
65 宿泊する外出に常に生理用品を持つ習慣がある(数は問わない) 1 2 3 4 5 6 7











67 月経開始予定日の予測が立たないと不安だ 1 2 3 4 5 6 7
68 月経開始予定日の予測が立たないと困る 1 2 3 4 5 6 7
69 月経開始予定日の予測が立たないと不満だ 1 2 3 4 5 6 7
70 月経開始予定日の予測が立たないと気持ちが落ち着かない 1 2 3 4 5 6 7
71 月経開始予定日の予測が立たなくても気にならない 1 2 3 4 5 6 7
72 月経開始予定日の予測が立たなくても何とかなると思う 1 2 3 4 5 6 7





































否 か を 判 定 す る た め の も の で あ る。 日 本 版


























間のデータは Mann-Whitney の U 検定で比較し
た。
　以上， 3-1 から 3-3 の解析には統計解析ソフト













　本研究の解析対象者 78 名の平均年齢は 20.1±
0.6 歳であった。平成 28 年度国民健康・栄養調査7）
結果の 20 歳女性の身長と体重の平均値，159.5 cm，
女子大学生の月経周期と QOL 及び精神的健康の関わり
7


































目 で は ス ク リ ー プ ロ ッ ト に よ る 固 有 値 推 移 
（9.539, 2.869, 1.568, 1.358, 1.121） より 2 因子解と
した。「宿泊を伴わず温泉に行く予定」「宿泊を伴
いプールに行く予定」，「宿泊を伴い海水浴に行く
予定」の全 3 項目が因子負荷量 1.0 以上であった
ため除外され，2 因子構造とした。第 1 因子を予
定困難遠出（9 項目 , Cronbach のα係数＝ 0.91），









人数（人） 78 44 34
調査時年齢（歳）  20.1±0.6  20.0±0.6  20.1±0.5 .384
身長（cm） 157.7±5.6 156.6±5.8 159.3±5.0 .013
体重（kg）  50.9±7.2  50.3±7.5  51.6±7.0 .412
BMI（kg/m2）  20.4±2.2  20.5±2.1  20.3±2.3 .455
睡眠時間（時間/日） 　6.0±1.0 　6.1±1.0 　6.0±0.9 .653
初経年齢（歳） 12.13±1.4  11.8±1.2  12.6±1.7 .016
初経経過年数（年） 　7.9±1.5 　8.2±1.4 　7.6±1.7 .105
月経周期日数（日）  30.0±4.6  29.4±2.3  30.9±6.5 .990
（最短日数－最長日数） 　（20.5－48.0） 　（25.5－35.5） 　（20.5－48.0）
平均値±標準偏差
（最小－最大）






2.282, 1.342, 1.130）より 3 因子解とした。第 1 因
子を開始困難日常（10 項目， Cronbach のα係数
＝0.89）， 第 2 因 子 を 服 装 選 択 困 難（7 項 目， 
Cronbach のα係数＝0.83），第 3 因子を開始困難

















は， スクリープロットによる固有値推移 （4.473, 








宿泊を伴う旅行の予定 　.909 －.069 .759
宿泊を伴うスポーツの予定 　.882 －.043 .737
宿泊を伴わず海水浴に行く予定 　.786 　.004 .621
宿泊を伴い温泉に行く予定 　.783 －.124 .520
宿泊を伴う部活の予定（部活の合宿） 　.744 －.051 .514
宿泊を伴わずプールに行く予定 　.717 　.046 .554
宿泊を伴う遊園地などの行楽地へ行く予定 　.699 　.119 .596
宿泊を伴わないスポーツの予定 　.552 　.242 .514
ダイエットをする予定 　.540 －.138 .227
因子Ⅱ　予定困難日常（Cronbach のα＝0.86）
外食に出かける予定 －.132 　.957 .792
買い物に出かける予定 －.142 　.951 .773
美容院に行く予定 －.063 　.716 .467
宿泊を伴わない遊園地などの行楽地へ行く予定 　.292 　.522 .530
アルバイトの勤務時間（労働時間）の予定 －.033 　.493 .226
宿泊を伴わない部活の予定 　.306 　.444 .444
アルバイトの勤務日の予定 －.060 　.427 .157
日帰り旅行の予定 　.410 　.420 .538












る。GHQ 得点と名付けた日本版 GHQ12 の調査
票全体のスコア得点の Cronbach のα係数は 0.77
であった。Cronbach のα係数は 0.7 から 0.8 程度
であれば内的整合性はあると考えられるため，月
経に関する QOL 調査の調査票の 8 因子，及び日













買い物に行こうとした時に月経が重なる 　.960 　.014 －.251 .834
外食に出かける時に月経が重なる 　.882 －.072 　.019 .783
美容院に行く時に月経が重なる 　.839 　.074 －.101 .672
実習・実験の時に月経が重なる 　.790 －.120 　.090 .672
アルバイトの時に月経が重なる 　.704 　.017 －.018 .490
学校の課題を片付けようとした時に月経が重なる 　.654 　.044 －.037 .419
遊園地などの行楽地などへ行く時に月経が重なる 　.645 　.113 　.177 .551
部活の時に月経が重なる 　.523 　.051 　.263 .440
急に月経が始まって具合が悪くなった時，誰にもバイトを変わってもらえない 　.321 －.240 　.087 .166
ダイエット中に月経が重なる 　.305 　.239 　.088 .194
因子Ⅱ　服装選択困難（Cronbach のα＝0.83）
洋服の色の選択 　.042 　.802 －.033 .640
ヒールのある靴を履きたい時に履いてよいかの判断 　.093 　.784 　.062 .660
自分の望む通りの服装選択 －.071 　.759 　.125 .619
カバンの大きさの決定 －.135 　.592 　.203 .426
タイトな洋服を着てよいかの判断 　.175 　.589 －.123 .368
下着の色の選択 　.023 　.525 －.211 .278
下着のサイズの調整 －.135 　.450 　.019 .214
因子Ⅲ　開始困難遠出（Cronbach のα＝0.81）
温泉に行く時に月経が重なる －.104 　.030 　.984 .926
海水浴に行く時に月経が重なる －.020 －.044 　.964 .903
旅行に行く時に月経が重なる 　.193 　.156 　.470 .372
学外実習の時に月経が重なる 　.424 －.226 　.466 .518










































































































1.000　 －.023 .438** .435** .035　 .084　 .360** .117　 .132　
出産
意志
　 1.000 .191　 －.082　 －.016　 －.137　 －.268* .160　 －.164　
予定困難
日常
　 　 1.000　 .565** .374** .194　 .338** .287* .187　
予定困難
遠出
　 　 　 1.000　 .192　 .378** .363** －.014　 .246*
開始困難
日常
　 　 　 　 1.000　 .473** .095　 .128　 .362**
開始困難
遠出
　 　 　 　 　 1.000　 .132　 －.301** .518**
服装選択
困難
　 　 　 　 　 　 1.000　 .051　 －.012　
月経
重要視
　 　 　 　 　 　 　 1.000　 －.386**
予測困難時
否定感情
　 　 　 　 　 　 　 　 1.000　

































































































人数（人） 78 44 34
エネルギー（kcal/ 日） 1670.6±613.5 1806.4±717.7 1494.9±388.0 .138§
たんぱく質（g/ 日）  61.2±25.1  65.3±29.1  55.9±17.9 .215§
脂質（g/ 日）  52.0±21.0 55.04±25.0  48.1±13.6 .304§
炭水化物（g/ 日） 226.7±91.7  248.1±109.2 198.9±51.5 .094§
P（％） 14.6±2.2 14.4±2.4 14.8±1.8 .443¶
F（％） 28.1±5.4 27.4±6.4 29.1±3.6 .146¶
C （％） 57.3±6.7 58.2±8.0 56.1±4.2 .222§
平均値±標準偏差

































































































































 7） 　厚生労働省．平成 28 年度国民健康・栄養調査報
告．https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/




 9） 　総務省：平成 29 年　労働力調査年報． http://
www.stat.go.jp/data/roudou/report/2017/index.
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